
1992年　平成4 年

2/5あ だち広報
第937 号

● 発行/東京都足立区　〒120足立区千住1・4・18　03( 3882) 1111㈹　編集/企画部広報課　毎月5日、15日、25日発行

生活副都心「 北千住」

のまちづくり

北
干
住
駅
西
口
周
辺
地
区

都
市
総
合
再
開
発
促
進
計
画
案

区では、北千住駅西口周辺地区( 面積約100湎)

において、一体的かつ総合的なまちづくりの指針

となる「者β 市総合再開発促進計画( 案) 」を策定し
ました。これは、北干住駅一帯を、待ち合わせ。

ショッピング、カルチャー、捫楽、居住などの生
活の舞台に、商業、業務、文化などの複合的施般

を導入し。「生活副都心」として整備していこうと
いうものです。今後、この計画案をもとに、皆さん

のご意見をうかがいながら、この地区にふさわし
い計画をつくり、まちづくりを 進めていきたいと

考えています。

西
口
周
辺
地
区
の

現
状
を
ふ
ま
え
て

こ
の
地
区
は
、
駅
前
通
び
や

国
選
4
号
線
沿
い
を
中
心
に
鉄

筋
、
鉄
骨
等
の
中
高
層
の
商
店

や
事
務
所
が
連
な
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
。
大
通
り
か
ら
一

歩
内
側
に
入
る
と
、
木
造
住
宅

が
密
集
し
、
道
路
も
狹
く
、
防

災
上
も
問
題
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
地
区
の
人
口
は
減
少

傾
向
に
あ
る
ば
か
り
か
、
高
齢

化
も
進
み
、
単
身
の
世
帯
も
増

え
て
い
嫐
T
。

駅
周
辺
に
は
ま
ち
の
イ
メ
ー

ジ
を
高
め
る
よ
う
な
特
徴
の
あ

る
場
や
施
設
が
な
く
、
ど
ち
ら

か
と
い
え
ば
、
個
性
と
魅
力
に

乏
し
い
ま
ち
に
な
っ
て
い
ま

す
。こ

れ
ら
の
問
題
を
解
決
す
る

た
め
に
、
学
識
経
験
者
な
ど
で

構
威
す
る
調
査
検
討
委
員
会
を

設
け
、
地
区
の
現
況
調
査
、
地

区
診
断
等
を
行
い
、一
体
的
か

つ
総
合
的
な
観
点
か
ら
「都
市

総
合
再
開
発
促
進
計
画
(
案
)
」

を
ま
と
め
ま
し
た

。

整
備
の
基
本
方
針

都
内
有
数
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅

に
成
長
し
た
北
千
住
駅
。
将
来

常
磐
新
線
が
開
通
す
る
と

、
さ

ら
に
利
用
者
が
増
え
、
首
都
圏

北
東
部
の
広
域
拠
点
と
し
て
発

展
す
る
可
能
性
が

、
ま
す
ま
す

高
ま
り
ま
す

。

こ
れ
を
契
機
に

、
交
通
の
便

の
良
さ
と
商
業
地
と
し
て
の
イ

メ
ー
ジ
を
最
大
限
に
活
用
し
た

都
市
整
備
を
進
め

、
商
業
と
住

宅
等
が
I

体
と
な
っ
た
ま
ち
づ

く
り
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

目
指
す
の
は
、
わ
た
し
た
ち

の
身
近
な
生
活
の
場
に

。商
業
、

業
務
、
文
化

、
情
報
な
ど
の
都

市
機
能
を
複
合
的
に
取
り
入
れ

た
生
活
副
都
心
で
す

。

土
地
利
用
方
針

□
商
業
・
業
務
地
区
の
整
備
　

駅
前
か
ら
国
道
4

号
線
沿
い

の
地
域
を

、
総
合
的
な
街
区
整

備
に
よ
り
広
域
的
な
商
業
・
業

務
拠
点
と
し
ま
す

。
ま
た
、
旧

日
光
街
道
な
ど
は
地
域
的
な
商

業
地
区
と
し
て
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
ま
す

。
区
役
所
通
ひ
か
ら

国
道
4
号
線
沿
い
は

、
土
地
の

高
度
利
用
に
よ
っ
て

、
業
務
施

設
を
主
体
と
す
る
業
務
集
積
地

区
と
し
ま
す

。

□
住
宅
地
の
整
備

国
道
4

号
線
や
荒
川
沿
い

は

、土
地
の
高
度
利
用
を
進
め
、

商
業
・
業
務
機
能
を
複
合
し
た

高
層
共
同
住
宅
地
区
と
し
て
整

備
し
ま
す
。
そ
の
内
側
は
、
道

路
を
整
備
し
て

、
近
隣
商
業
機

能
を
含
む
中
低
層
住
宅
地
区
と

し
て
い
き
ま
す

。

公
共
施
設
の

整
備
方
針

□
道
路
の
整
備

特
に
北
千
住
駅
と
国
道
4
号

線
を
中
心
に
、
東
西
と
南
北
の

地
区
幹
線
道
路
と
そ
の
ア
ク
セ

ス
道
路
の
整
備
な
ど
、
生
活
副

都
心
に
ふ
さ
わ
し
い
、
駅
周
辺

一
帯
の
格
子
状
道
路
の
整
備
を

進
め
ま
す

。

ま
た
、
昔
か
ら
の
路
地
を
生

か
し
た
歩
行
者
優
先
の
買
い
物

空
間
を
つ
く
っ
て
い
耋

叺
す

。

□
駐
車
施
設
の
整
備

駅
前
な
ど
に
公
共
駐
車
場
の

整
備
を
進
め
る
と
と
も
に

、
民

間
住
宅
等
の
建
築
の
夥
、
駐
車

場
の
確
保
を
促
し
ま
す

。

□
公
園
広
場
等
の
整
備

地
域
的
に
バ
ラ
ン
ス
良
く
、

公
園
な
ど
緑
豊
か
な
オ
ー
プ
ン

ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
ま
す
。
ま

た
、
再
開
発
や
商
盾
街
整
備
等

の
際
に
は
、
プ
チ
テ
ラ
ス
な
ど

を
つ
く
っ
て
い
き
ま
す

。

◇

◇

今
後
、
区
で
は
、
こ
の
計
画

案
を
も
と
に

、
地
元
の
皆
さ
ん

の
ご
意
見
を
お
闃
き
し
ま
す
。

そ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
平
威
4

年
度
に
新
た
に

「
調
査
検
討

委
員
会

」
を
設
け

。「
都
市
総
合

再
開
発
促
進
計
固
」
を
最
終
的

に
策
定
し
ま
す

。

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す

。

問
合
せ
先

本
庁
舎

手

住
)
　

・
再
開
発
第
二
課

(
3
8
8
2
T
I
I
I
㈹

中高層のビルの合間に木造住宅が密集する、現在の北千住駅西口周辺地区

都市総合再開発促進計画( 案) 基本方針略図

あ
な
た
の

〝
声
〟
を

聞
か
せ
て
く
だ
さ
い

区
政
モ
ニ
タ
ー
募
集

「
区
政
モ
ニ
タ
ー
制
度
」

は
区
政
に
対
す
る
ご
意
見
・

ご
要
望
ｔ
継
続
的
に
う
か
が

い
。
区
民
の
皆
さ
ん
の
意
向

を
正
し
く
つ
か
み
、
区
政
に

反
映
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
も
の
で
す
。
足
立
区
を
よ

り
住
み
良
い
ま
ち
に
す
る
た

め
、
日
ご
ろ
か
ら
区
政
に
ご

意
見
を
お
持
ち
の
方
、
区
の

現
状
を
知
ひ
た
い
方
は
。
ぜ

ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

モ
ニ
タ
ー
の
仕
事

▽
連
絡

会
議
等
へ
の
出
席
(
平
日
　

年
4
回
程
度
)
▽
ア
ン

グ
ー
ト
の
回
答
(
年
3
回

程
度
)
▽
施
設
見
学
会

へ
の
参
加
(
年
―
回
程
度
)
　

▽
区
政
全
般
に
つ
い
て
の

情
報
・
意
見
・
要
望
等
の
提

出
(
随
時
)
▽
そ
の
他
広

聴
業
務
へ
の
協
力

任
期
4
年
4
月
～
5
年
―

月
応
募
資
格

次
の
す
べ
て
の

条
件
を
満
た
す
方

▽
平

改
4
年
4
月
1
日
現
在
満

2
0
歳
以
上
▽
足
立
区
に

引
き
続
き
a
力
月
以
上
居

住
し
て
い
る
(
日
本
語
が

で
き
る
外
国
人
を
含
む
)
　

▽
都
内
の
地
方
公
共
団
体

の
職
員
で
な
い

募
集
人
数
5
0
人

謝
礼

会
議
出
席
…
1
回
3
　

千
円
、ア
ン
ケ
ー
ト
回
答

…
1
回
千
円

応
募
方
法
2

月
1
0日
ま
で

に
電
話
で
応
募
用
紙
を
請

求
応
募
・
問
合
せ
先
本
庁
舎
　

宇
住
)
・
広
聴
相
談
枳
当
　

(
3
8
8
2
T
1
1
1

㈹

あだち区民大学土曜講座

今日の政治・経済・社会
―国際化する日本はどこへ行くのか―

揺
れ
動
く
国
際
情
勢
の
も

と
、日
本
の
国
際
化
を
中
心

に
、
今
日
の
政
治
、
経
済
、

社
会
全
般
に
つ
い
て
考
え
ま

す
。

日
程
・
演
題

右
表
の
と
お

り
時
間
午
前
1
0
時
～
正
午

場
所
動
労
福
祉
会

館
(
綾
瀬
プ
ル
ミ

エ
内
)

対
象
1
8
歳
以
上
の

方
定
員
2
0
0
人
(
抽
選
)

申
込
方
法
往
復
(
　

ガ
キ
に
住
所
、
氏

名
、年
齢
、職
業
、

電
話
番
号
、「
あ
だ

ち
区
民
大
学
土
曜

講
座
」
と
明
記

申
込
期
限
2

月
1
4

日
必
着

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
宇
住
)
・
文
化
振

興
係

(
3
8
8
2
)
1
1
1
1

㈹

日程・内容・講師( いずれも土曜日)

< 消費 者 通信 大学
公 開 講 座〉

写真家中村征夫氏
スライド& トークショー

日
時
3
月
1
0
日
(
火
)
、午
後

7
時
開
演

場
所
エ
ル
ー
ソ
フ
ィ
ア
4
階

ホ
ー
ル
(
無
料
)

対
象
区
内
在
住
・
在
動
の
方

定
員
2
0
0
人
(
抽
選
)

テ
ー
マ

「
う
み
・
そ
ら
・
さ

ん
ご
の
い
い
つ
た
え
」

申
込
方
法
往
復
(
ガ
キ
に
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番

号
、「
暮
ら
し
っ
く
ス
タ
ー

ル
」
希
望
と
明
記

申
込
期
限
2

月
2
5日
消
印
有

効
申
込
・
問
合
せ
先

消
費
者
セ

ン
タ
ー

〒
1
2
3梅田
7
-
3
3
　
-
I

(
3
8
8
0
)
5
3
8
5
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本庁舎( 千住) へのお問い合わせは…

3882- 1111( 代)
本 庁 舎 以 外 へ の お 問 い 合 わ せ は
そ れ ぞ れ の 電 話 番 号( 緑 色) へ 。

福

祉

リ
ハ
ビ
リ

出
張
相
談

リ
(
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
関

す
る
専
門
相
談
を
行
い
ま
す
。

理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
、

言
語
療
法
士
、
看
護
婦
、ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
等
が
、
あ
な

た
の
悩
み
に
お
答
え
し
ま
す
。

日
時
2

月
1
2日
(
水
)
、午
前

1
0時
～
正
午

場
所

江
北
区
民
事
務
所
宮
城

分
室

申
込
方
法

電
話
予
約

申
込
・
問
合
せ
先

西
部
障
害

福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

(
3
8
5
3
)
0
6
3
2

年

金

6
0歳
の
説
明
会

年
金
制
度
の
し
く
み
と
受
給

手
続
き
に
つ
い
て
、6
0歳
を
通

え
た
方
を
対
象
に
、
説
明
会
を

行
い
ま
す
。

日
時
2

月
2
0・
2
1日
、
午
前
1
0

時
と
午
後
2
時
の
各
2
回

場
所

中
央
本
町
庁
舎
3
階
会

議
室

対
象

昭
和
7
年
3
月
2
日
I
　
4

月
1
日
生
ま
れ
の
方

斑
対
象
者
に
は
、
別
に
通
知
」

ま
す
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

国
民
年
金
課
適
用
係

(
3
8
8
0
)
5
1
5
1

お
済
み
で
す
か

国
民
年
金
加
入

・
喪
失
手
続
き

会
社
を
や
め
て
厚
生
年
金
の

資
格
を
喪
失
し
た
方
は
、
国
民

年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

国
民
年
金
は
、
お
と
し
よ
り

に
な
っ
た
と
き
の
ほ
か
、
障
害

者
や
母
子
世
帯
に
な
っ
た
と
き

に
、
生
活
の
安
定
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
4
月
か
ら
は
、2
0

歳
以
上
の
学
生
の
方
も
、
在

学
中
の
ヶ
が
・
病
気
に
よ
る
障

害
に
対
し
て
、
障
害
年
金
の
受

給
や
満
額
の
老
齢
基
礎
年
金
を

受
け
る
資
格
期
間
を
確
保
す
る

た
め
、
加
入
が
義
務
づ
け
ら
れ

ま
し
た
。

次
に
該
当
す
る
方
も
、
加
入

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

▽
日
本
国
内
に
住
ん
で
い
る
自

営
業
者
な
ど
と
そ
の
配
偶
者

で
、2
0歳
以
上
6
0歳
未
満
の

方
▽
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
の
加

入
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配

偶
者
で
、2
0歳
以
上
6
0歳
未

満
の
方

ま
た
、
海
外
に
居
住
し
て
い

る
日
本
人
の
方
な
ど
は
、
希
望

に
よ
り
国
民
年
金
に
加
入
で
き

ま
す
。

今
ま
で
国
民
年
金
に
加
入
し

て
い
た
方
が
、
新
た
に
会
社
等

に
動
め
て
厚
生
年
金
に
加
入
し

た
と
き
は
、
国
民
年
金
を
や
め

る
手
続
き
が
必
要
で
す
。

ま
だ
手
続
き
を
し
て
い
な
い

方
は
、
国
民
年
金
課
ま
た
は
区

民
事
務
所
で
、
手
続
き
し
て
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

国
民
年
金
課
適
用
係

(
3
8
8
0
)
5
1
5
1

教

育

新
入
学
児
童
・
生
徒

の
保
護
者
の
方
へ

就
学
届
の

提

出

を

4
月
か
ら
区
立
小
・
中
学
校

に
新
入
学
す
る
児
童
・
生
徒
の

保
護
者
の
方
は
、
就
学
通
知
書

が
届
き
ま
し
た
ら
、
就
学
通
知

書
の
裏
面
の
「
就
学
届
」
を
入

学
す
る
学
校
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

小
学
校
新
入
学
用
の
就
学
通

知
書
は
。1
月
中
旬
に
保
護
者

あ
て
郵
送
し
て
あ
り
ま
す
。

中
学
校
新
入
学
用
の
就
学
通

知
書
は
、1
月
下
旬
に
在
籍
小

学
校
か
ら
お
子
さ
ん
を
通
じ
て

お
渡
し
し
ま
し
た
。

な
お
、
区
立
小
・
中
学
校
に

入
学
を
希
望
す
る
外
国
人
の
方

で
、
ま
だ
、
入
学
申
請
の
手
続

き
を
し
て
い
な
い
方
は
、
印
か

ん
と
お
子
さ
ん
の
外
国
人
登
録

証
明
書
(
手
帳
)
を
持
参
し
、

学
事
第
一
係
へ
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
宇
住
)
。

学
事
第
一
係

あ
っ
せ
ん
し
て
い
ま
す

私
立
高
校
等

入
学
資
金
融
資

お
子
さ
ん
が
私
立
の
高
校
や

高
等
専
門
学
校
等
へ
入
学
す
る

た
め
の
入
学
金
等
に
お
困
り
の

方
へ
融
資
の
あ
っ
せ
ん
を
し
て

い
ま
す
。

申
込
資
格

▽
私
立
の
高
校
、

高
等
専
門
学
校
ま
た
は
大
学

入
学
資
格
の
得
ら
れ
る
私
立

の
専
修
学
校
高
等
課
程
進
学

予
定
者
と
同
居
し
て
い
る
保

護
者

▽
区
内
に
引
き
続
き

1
年
以
上
居
住
し
、
住
民
税

を
滞
納
し
て
い
な
い

▽
平

成
2
年
中
の
年
収
が
次
の
金

額
以
下
で
あ
る
(
給
与
所
得

者
…
支
払
い
給
与
の
総
額
が

7
0
0
万
円
以
下
、
事
業
所
得
者

…
総
所
得
金
額
等
が
5
2
0万円

以
下
)

融
資
金
額
1
0
万
円
～
5
0万
円

(
1
万
円
単
位
)

利
率

年
3
%

返
済

融
賢
を
受
け
た
日
の
翌

月
か
ら
3
年
以
内
(
元
金
均

等
月
賦
償
還
)

保
証

金
融
機
関
所
定
の
保
証

を
受
け
て
い
た
だ
き
ま
す

(保
証
料
は
区
で
負
担
)

申
込
用
紙

区
内
中
学
校
在
学

者
に
つ
い
て
は
各
中
学
校

で
、
そ
の
他
の
方
は
振
興
係

で
交
付

申
込
期
限
2

月
2
8日

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎

牟
住
)
・
学
務
第
二
課
振

興
係募

集

保
育
園
入
園
児

両
親
が
働
い
て
い
た
り
、
病

気
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
家
庭

で
乳
幼
児
の
保
育
が
で
き
な
い

方
の
た
め
、
福
祉
事
務
所
で
は

随
時
、
保
育
園
入
園
の
相
談
、

申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
管
轄
の
福
祉

事
務
所
(
表
1
)
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

ひ
ま
わ
り
作

業
所
指
導
員

ひ
ま
わ
り
作
業
所
は

、
1
8歳

以
上
の
糟
神
渾
弱
者
の
通
所
授

産
施
設
で
す

。

区
か
ら
建
物
や
運
営
費
の
助

成
を
受
け
、「
足
立
区
手
を
つ
な

ぐ
親
の
会
」
が
運
営
し
て
い
ま

す

。

対
象
2
0
歳
～
3
0
歳
く
ら
い
の

体
力
に
自
信
の
あ
る
方

職
務
内
容

通
所
者
へ
の
作
業

指
導
、
生
活
指
導

く
わ
し
く
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先

柬
六
月
町

ひ
ま
わ
り
作
業
所

　
(
3
　
8
8
4
)
7
1
0
9

、
本
庁

舎
(
千
住
)
・
障
害
福
祉
課

計
面
調
整
區

臨
時
学
童
擁
護
員

仕
事
の
内
容

登
下
校
時
の
学

竜
夸
交
通
の
危
険
か
ら
保
護

し
、
安
全
に
道
路
を
横
断
さ

せ
る
た
め
の
整
理
、
誘
導
業

務
申
込
資
格
2
0
歳
以
上
、
6
5歳

く
ら
い
ま
で
の
健
康
な
方

募
集
人
員

若
干
名

勤
務
場
所

千
寿
第
六
小
学
校

♀
住
龍
田
町
9
-
1
)

勤
務
時
間
午
前
8
時
～
午
後
　

4
時
(
水
・
土
曜
日
は
午
後

2
時
ま
で
)

時
給

刪
円

申
込・
問
合
せ
先

本
庁
舎
♀

住
)・
学
事
第
一
係

表1 福祉事務所一覧

建設工事等の競争
入札参加資格審査
申請( 追加) を

受け付けます

平
成
4
年
度
に
、
区
の
建
設

工
事
等
の
競
争
入
札
に
参
加
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

受
付
期
間
2
月
1
0
日
～
1
4
日

※
2
月
H
日
(
祝
)
は
除
く
。

受
付
時
間
午
前
9
時
3
0
分
～
　

午
後
4
時
(
正
午
～
午
後
1
　

時
を
除
く
)

受
付
場
所

本
庁
舎

♀
住
)
　

・
4
階
入
札
室

申
請
用
紙

東
京
都
財
務
局
所

定
用
紙
(
財
団
法
人
東
京
都

弘
済
会
で
販
売
)

問
合
せ
先

本
庁
舎

宇
住
)
　

・
契
約
第
一
係

あ
だち

リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア

2 月8 日( 土)
午前10時
～午後4時

※
会
場
近
ぐ
に
は
駐
車
場
が

あ
り
ま
せ
ん
。
電
車
、
バ
ス

等
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

I J サ イクルフ 丁ア展示内容 等

災
害
時
の
協
定
に

足
立
解
体
業
協
力
会
も
調
印

平
成
3

年
1
9一月
2
4日

、

区
は
足
立
解
体
業
協
力
会

と

「
災
害
時
に
お
け
る
応

急
対
策
業
務
に
関
す
る
協

定

」
を
結
び
ま
し
た

。

こ
れ
は

、
災
害
が
起
き

た
時
に
、
り
災
者
の
安
全

を
確
保
す
る
た
め

、
建
築

物
等
の
解
体
や
道
路
上
の

障
害
物
を
取
り
除
く
な
ど

協
力
し
て
い
た
だ
く
も
の

で
す
。

区
で
は
、
災
害
時
に
区

民
の
皆
さ
ん
の
安
全
を
確

保
す
る
た
め
。
昭
和
5
1年

の
足
立
医
師
会
を
は
じ

め
、
区
内
8
団
体
、
3
地

方
自
治
体
と
各
種
の
協
定

を
結
ん
で
い
ま
す
。

4 月1 日 オ ー プ ン

西 伊 興 住 区 セ ン タ ー
干住河原町住区センター

住
区
セ
ン
タ
ー
(
児
童
館

・
老
人
館
・
集
会
施
設
)
は

地
元
の
皆
さ
ん
に
よ
っ
て
運

営
さ
れ
る
施
設
で
す
。
地
域

活
動
の
拠
点
と
し
て
ど
う
ぞ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

利
用
方
法
・
運
営
な
ど
に

関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
、
中

央
本
町
庁
舎
・
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
推
進
課

　
1
8
8
0
)
5
1
9
9

へ
。

西
伊
興
・
千
住
河

原
町
住
区
セ
ン
タ
ー

で
、
地
域
の
児
童
や

お
と
し
よ
り
の
た

め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
し
て
く
だ
さ
る
方

を
募
集
し
て
い
ま

す
。

従
事
内
容
等

左
表
の
と
お

り
申
込
期
限

▽
西
伊
興
住
区

セ
ン
タ
ー
…
2
月
1
0日
　

▽
千
住
河
原
町
住
区
セ
ン

タ
ー
…
2
月
1
5日

従 事内容等

従事条件等

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

つ
く
ら
れ
た

部
落
差
別
(
4
)

同
和
地
区
の
起
こ
り
は
、

戦
国
時
代
か
ら
江
戸
時
代
の

初
期
と
い
わ
れ
ま
す
。

江
戸
時
代
、
幕
府
は
、
農

民
か
ら
取
り
立
て
た
年
貢
を

財
政
基
盤
と
し
て
い
ま
し

た
。
幕
藩
体
制
の
経
済
は
。

米
が
中
心
だ
っ
た
の
で
。
農

民
か
ら
年
貢
米
を
い
ろ
い
ろ

の
理
由
の
も
と
に
取
ひ
上
げ

て
い
た
の
で
す
。

と
き
に
は
「
七
公
三
民
」

と
い
う
む
ち
ゃ
な
取
り
立
て

も
し
ぱ
し
ぱ
あ
り
ま
し
た
。

「
公
」
は
幕
府
や
藩
で
あ
り
、

「
民
」
は
農
民
の
こ
と
で
す
。

ま
し
て
当
時
の
こ
と
で
す

か
ら
、
風
水
害
、
干
害
'
K

虫
害
な
ど
の
災
害
が
起
き
る

と
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き

ず
、
一
粒
の
米
に
も
困
る
こ

と
が
毎
年
の
よ
う
に
ど
こ
か

の
領
地
に
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
非
人
間
的
な

扱
い
を
き
れ
、
苦
し
め
ら
れ

た
農
民
た
ち
の
中
に
は
、
直

訴
や
免
訴
、
減
訴
の
嘆
願
運

動
夲
チ
る
人
も
あ
ら
わ
れ
、

つ
い
に
は
一
揆
が
随
所
に
発

生
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
中
で
幕
府
は

政
策
的
に
、
特
に
一
番
低
い

身
分
の
人
た
ち
に
対
す
る
差

別
を
強
め
て
い
く
の
で
す
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
♀
住
)

・
同
和
対
策
担
当
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健

康

乳
が
ん
の最新

情
報

掫
迺
壇
な
す
る
傾
向
に
次
る

乳
が
ん
。
し
か
し
、
自
分
で
早

期
に
発
見
す
る
方
法
も
あ
り
、

診
断
や
治
療
も
い
ろ
い
ろ
と
工

夫
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
乳

が
ん
の
最
新
情
報
と
自
己
検
診

法
を
学
び
ま
す
。

日
時
2
月
1
8
日
(
火
)
、午
後
　

2
時
～
4
時

対
象

満
3
0歳
以
上
の
区
内
在

住
の
女
性

講
師

松
永
忠
東
氏
(
東
京
都

が
ん
検
診
セ
ン
タ
ー
乳
房
科

医
長
)

定
員
4
0
人
(
先
着
順
)

費
用

無
料

申
込
方
法

電
話
予
約
ま
た
は

直
接
窓
口

受
付
開
始
2

月
6
日

場
所
・
申
込
・
問
合
せ
先

千

住
保
健
所

(3888)4277

〝
ま
だ
若

い

か

ら
〟

で
は
も
う
遅
い

成
人
病
予
防
週
間

人
は
、
年
を
積
み
重
ね
る
ほ

ど
に
、
い
ろ
い
う
な
病
気
に
な

り
ま
す
。
動
脈
硬
化
や
高
血
圧

・
心
臓
病
・
糖
尿
病
・
が
ん
等

の
成
人
病
は
、
若
い
頃
か
ら
の

生
活
習
慣
、
特
に
日
常
の
食
事

に
よ
る
影
響
が
大
忝
な
要
因
と

な
り
ま
す
。
逆
に
言
え
ば
、
良

い
習
慣
を
身
に
つ
け
て
生
活
す

る
と
、
あ
る
程
度
予
防
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

血
圧
が
気
に
な
る
塩
山
さ

ん
、
太
り
す
ぎ
の
太
目
さ
ん
、

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
の
高
い
脂

井
さ
ん
、
血
糖
値
の
気
に
な
る

片
寄
さ
ん
、
肝
臓
が
気
に
な
る

飲
杉
さ
ん
、
ヘ
ビ
ー
ス
モ
ー
カ

1
の
煙
井
さ
ん
、
み
ん
な
、
あ

な
た
の
こ
と
で
す
よ

。「
ま
だ
若

い
か
ら
」で
は
、
も
う
遅
い
の

で
す
。
威
人
祠
へ
の
近
道
を
し

な
い
よ
う
、
い
ま
す
ぐ
、
生
活

を
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

保
健
所
、保
健
相
談
所
で
は
、

成
人
訶
予
防
の
た
め
の
食
生
活

相
談
や
講
習
会
等
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
く

わ
し
く
は
、
保
健
所
・
保
健
相

談
所
の
管
理
栄
養
士
ま
で
。

胃
・
大
腸
が
ん
に

な
ら
な
い
た
め
に

塩
辛
い
も
の
と
が
ん
の
関
係

は
?

ス
ト
レ
ス
が
た
ま
っ
て

い
る
と
が
ん
に
な
る
?

便
秘

は
大
腸
が
ん
の
原
因
?

が
ん

に
な
り
に
く
い
食
事
は
?

さ

ま
ざ
ま
な
疑
問
に
答
え
ま
す
。

日
時
2

月
1
9日
(
水
)
、午
後

1
時
3
0
分
～
3
時
3
0
分

対
象

区
内
在
住
の
方

講
師

松
下
恒
義
氏
(
松
下
胃

腸
科
外
科
医
師
)
、管
理
栄
養

士
定
員
5
0
人
(
先
着
順
)

費
用

無
料

申
込
方
法

電
話
予
約

受
付
開
始
2

月
6
日

場
所
・
申
込
・
問
合
せ
先

江

北
保
健
相
談
所

(
3
8
9
6
)
4
0
0
4

ス
ト
レ
ス
と
う
つ

ス
ト
レ
ス
は
万
訶
の
も
と
。

落
ち
込
み
や
す
い
、
ヤ
ル
気
が

出
な
い
、
そ
ん
な
方
や
ご
家
族

に
専
門
医
が
お
話
し
し
ま
す
。

日
時
2
月
2
7
日
(
木
)
、午
後
　

2
時
～
3
時
3
0
分

対
象

区
内
在
住
の
方

講
師

中
田
輝
夫
氏
(
昭
和
大

学
医
学
部
助
教
授
)

定
員
5
0
人
(
先
着
順
)

費
用

無
料

申
込
方
法

電
話
予
約

受
付
開
始
2

月
6
日

場
所
・
申
込
・
問
合
せ
先

足

立
保
健
所

(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

生
活
環
境

水
洗
化
が
可
能

に
な
り
ま
し
た

次
の
地
域
の
水
洗
化
が
可
能

に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
地
域
に
お
住
い
の
方
に

は
、3
年
以
内
に
水
洗
化
工
事

を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

水
洗
化
可
能
地
域
お
よ
び
併
用

開
始
年
月
日

表
4
の
と
お
り

問
合
せ
先

下
水
道
局
北
部
第

一
管
理
事
務
所
小
菅
分
室
　

　
へ
3
6
0
2
)
8
8
2
2
　

な
お
。
水
洗
化
工
事
の
融
資

あ
っ
せ
ん
制
度
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

計
画
調
整
課
助
成
係

へ
3
8
8
0
)
5
2
0
8

申
請
が
必
要
で
す

生
産
緑
地

地
区
指
定

市
街
化
区
域
内
農
地
は
、
生

産
緑
地
法
等
一
連
の
法
改
正

で
、
保
全
す
る
も
の
と
そ
う
で

な
い
も
の
と
に
区
分
す
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。
保
全
す
る
農
地

に
は
、
平
成
4
年
中
に
生
産
緑

地
地
区
と
し
て
都
市
計
画
決
定

が
必
要
に
な
り
ま
す

。
生
産
緑

地
地
区
指
定
を
希
望
す
る
方

は

、
申
請
し
て
く
だ
さ
い

。

受
付
日
時
・
対
象

▽
2

月
1
2
　

・
1
3日
・
:
農
協
本
店
・
蒲
原

支
店
管
内
の
方

▽
1
7
・
1
8
　

日
:
廡

協
北
綾
瀬
・
花
畑
支

店
管
内
の
方

▽
2
4・
2
5日

…
農
協
沼
田
・
皿
沼
支
店
管

内
の
方

▽
2
6・
2
7
日
…
農

協
舎
人
・
伊
興
支
店
管
内
の

方
、
い
ず
れ
も
午
前
9

時
3
0

分
I

午
後
4
時
3
0分
(

正
午

～
午
後
1
時
奮
除
く
)

受
付
場
所

中
央
本
町
庁
舎
・

3
0
4
会
議
室

必
要
な
書
類

▽
指
定
申
請
書

▽
案
内
図

▽
公
図
写
し
　

▽
土
地
登
記
簿
騰
本

▽
土

地
の
関
係
権
利
者
の
同
意
書

▽
印
鑑
証
明
書

▽
農
地
等

明
細
書

▽
営
農
概
要
書
　

▽
念
書
(
該
当
者
の
み
)
　

▽
現
況
の
写
真

指
定
申
請
の
書
類
審
査
、
現

地
調
査
等
を
3
月
、4
月
に
予

定
し
て
い
ま
す
。

※
特
別
な
事
情
で
、
受
付
日
に

申
請
で
き
な
い
方
は
、
事
前
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

農
産
係

　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
8

、
本
庁
舎
♀
住
)
・

都
市
計
画
係

表2 水洗化可能地域

みんなの健康
足 立 保 健 所 　3855- 4151
干 住 保 健 所 　3888- 427ア
江 北 保 健 相 談 所 　3896- 4004
東 和 保 健 相 談 所 　3606- 4171
中央 本町 保健 相談所 　3880- 5351
本庁舎(干住)・保健予防係 　3882- 1111㈹

ご協力ください

女 性問 題に関する
意 識 実 態 調 査

2
月
1
0日
か
ら
2
0日
の
間
、

女
性
問
題
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
行
い
ま
す
。
こ
の
調

査
は
、
区
の
女
性
行
政
推
進
の

た
め
に
必
要
な
基
礎
資
料
を
得

る
た
め
に
行
う
も
の
で
す
。

区
民
の
皆
さ
ん
の
中
か
ら
2
0

歳
以
上
4
0歳
未
満
の
女
性
3
千

人
を
抽
出
し
、
調
査
書
を
発
送

し
ま
す
。
調
査
書
が
届
い
た
方

に
は
、
た
い
へ
ん
ご
迷
惑
を
か

け
ま
す
が
、
ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

な
お
、
調
査
書
は
集
計
結
果

の
み
活
用
し
、
個
人
の
ご
意
見

を
公
表
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。

問
合
せ
先

女
性
総
合
セ
ン
タ

ー
(
3
8
8
0
)
5
2
2
2

ひ
ろ
ば

=
催
し
物
―

☆
教
育
講
演
会
「
ア
カ
国
語

で
話
そ
う
」
2
月
1
4
日

(
金
)
、
午
前
1
0
時～
午
後
1
2

時
3
0
分
/
勤
労
福
祉
会
館
/

無
料
/
保
育
あ
り
/
石
本

(
3
6
0
2
)
6
5
5
1
　

d
募
集
・
'
-

☆
健
康
体
操
(
M
C
ク
ラ
才
　

毎
週
月
曜
日
、
午
後
7
時

1
5
分～
8
時
3
0
分
ノ
エ
ル
ソ

フ
ィ
ア
/
入
会
金
千
円
、
月

額
3

千
円
/

西

　
(
3
8

8
7
)
1
6
3
4

☆
ジ
ャ
ズ
ー
リ
ズ
ム
ダ
ン
ス

毎
週
月
曜
日
、午
前
1
0
時
1

1
1
時
3
0
分
、毎
週
木
曜
日
、

午
前
1
0
時
～
H
時
3
0
分
と
午

後
7
時
～
8
時
3
0
分
/
太
躡

信
用
金
庫
千
住
支
店
/
入
会

金
2
千
円
、I
回
5
0
0
円
/
憫

井
　
(
3
8
7
0
)
0
2
R

☆
ヨ
ー
ガ
同
好
会
毎
週
十

曜
日
、
午
前
1
0
時
～
H
時
泗

分
/
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
々

1
/
入
会
金
千
円
、
月
額
2

千
刪
円
/
細
矢

　
(
3
8
8
3
)
5
7
0
5

☆
耕
城
流
良
城
吟
詠
会

毎

週
火
曜
日
、
午
後
7
時
～
9

時
/
興
本
セ
ン
タ
ー
/
月
額
3

千
円
/
福
島

　
(
3
8
4
8
)
1
1
8
8

☆
足
立
ア
レ
ル
ギ
ー
の
子
を

持
つ
親
の
会
毎
月
第
2
火

曜
日
。午
前
1
0
時
～
H
時
3
0

分
/
山
川

・
。(
3
8
9
7
)
4
6
6
9

☆
社
交
ダ
ン
ス
(
エ
レ
ガ
ン

ス
)

毎
週
金
曜
日
、
午
後
7

時
～
9
時
/
千
住
地
区
/

月
額
2
千
5
0
0円/
浅
野

　

(
3
8
8
2
)
9
9
1
7

※
先
着
順
で
、1
団

体
1
事
業
、3
ヵ
月

間
再
掲
載
不
可
。

投
稿
先
…
広
報
課

掲
示

板

□
9
2
チ
ャ
レ
ン
ジ
&
チ
ャ
ン

ス
ー
レ
デ
ィ
ス
ワ
ー
ク
フ
ェ

ア
(
ロ
ー
ワ

ー
ク
足
立
で

は
、
上
野
・
王
子
所
と
の
共

催
で
事
務
職
を
希
望
す
る
女

性
を
対
象
に
、
企
業
と
の
お

見
合
い
会
を
行
い
ま
す

。

日
時
2

月
2
1日
(
金
)
、
午

後
1

時
～
4
時

場
所

マ
リ
ア
ー
ジ
ュ
玉
姫

殿く
わ
し
く
は
、(

ロ
ー
ワ

ー
ク
足
立

　
(
3
8
7
0
)
8
6
0
9

ま
で

。

□
ご
利
用
く
だ
さ
い
、
地
域

巡
回
医
療
福
祉
相
談

訶
気
奮
眉
療
す
る
う
え
で

心
理
的

、
社
会
的

、
経
済
的

な
悩
み
に
つ
い
て

、
医
療
ソ

ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
、医
師
、

理
学
療
法
士
等
に
よ
る
巡
回

医
療
福
祉
相
談
を
行
い
ま

す
。

日
時
3

月
1
日
(
日
)
、
午

前
1
1
1
1
時
～
午
後
4
時

場
所

産
業
振
興
館

申
込
方
法

当
日
直
接
会
場

へ
問
合
せ
先

的
東
京
都
医
療

社
会
事
業
協
会

　
(
5
　
2
7
2
)
4
7
3
2

□
私
立
高
等
学
校
等
入
学
支

度
金
の
貸
付

私
立
高
校
ま
た
は
私
立
専

修
学
校
高
等
課
程
(
3
年
制
)

に
入
学
す
る
生
徒
を
お
持
ち

の
保
護
者
に

、
入
学
支
度
金

を
お
貸
し
し
ま
す
。
希
望
の

方
は
、
合
格
決
定
後
す
ぐ
に

入
学
す
る
学
校
に
ご
相
談
く

だ
さ
い

。

貸
付
条
件

▽
都
内
私
立
高

校
、
私
立
専
修
学
校
高
等

課
程
(
3

年
制
)
に
入
学
す

る

▽
保
護
者
が
都
内
に

居
住
し
て
い
る

貸
付
額
2
0

万
円
(
無
利
子
)

返
還

在
学
期

間
中
に
月

賦

、
半
年
賦
、
年
賦
等
で

学
校
に
返
還

問
合
せ
先

都
総
務
昜
学
事

第
一
課

　
(
5
3
8
8
)

2
5
6
4

□
浄
化
槽
は
一
小
さ
な
下
水

処
理
場
に

浄
化
槽
を
正
し
く
働
か
せ

る
た
め
に
、
浄
化
槽
の
管
理

者
に
は
清
掃
、
法
定
検
査
・

保
守
点
検
が
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

都
清
掃
局
で
は
、2
3区
の

下
水
道
未
普
及
地
域
に
あ
る

浄
化
槽
の
う
ち
届
け
出
さ
れ

て
い
る
も
の
に
、
清
掃
料
金

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

清
掃
は
都
知
事
許
可
業
者

に
、
法
定
検
査
は
剛
東
京
都

環
境
整
備
公
社
に
、
保
守
点

検
は
都
知
事
登
録
業
者
に
依

頼
し
て
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は
、
都
清
掃
局

環
境
指
導
部
指
導
助
成
課

　
(
5
3
2
0
)
5
8
1
5
ま

で
。
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外
国
の
方
の
た
め
の

華
道
・
茶
道
講
座

足
立
区
在
住
・
在
動
の
外
国

の
方
に
、日
本
の
文
化
を
理
解

し
て
い
た
だ
く
た
め
、
華
道
・

茶
道
の
講
座
を
閧
催
し
ま
す
。

日
時
2

月
2
6日
(
水
)
、午
後

2
時
～
4
時

場
所

梅
田
セ
ン
タ
ー
4
階
和

室
(
梅
島
駅
下
車
徒
歩
2
分

、

エ
ル

ー
ソ
フ
ィ
ア
内
)

定
員
2
0

人
(

無
料
)

申
込
方
法

電
話

申
込
期
限
2

月
1
7日

申
込
・
問
合
せ
先

抛
国
際
親

善
協
会

(
3
8
8
2
)
6
2
9
7

THE　FLOWER　ARRANGEMENT　AND
TEA　CEREMONY　FOR

NON- J APANESE

Dat e: Februar y, 26( Wednesday)

Ti me: 2- 00p. m. ～4: 00p. m.

Pl ace: Umedacent er , 4F( i nL. Sophi a)
Thecent er i st womi nut eswal kf r om　

Umegi mast at i onont heTobuLi ne

Thedeadl i nef or appl i cat i on:

Februar y, 17( Monday) 　*

Thef i r st t went yper sonswi l l be

i nvi t ed

*Engl i shser vi cei savai l abl e
*Admi ssi onf r ee

Event sponser edandCont act : ( AI FA)

Adachi―kuI nt ernat i onal

Fr i endshi pAssoci at i on　

Tel ephone: 3882～6297

姉
妹
都
市
西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
州

ベ
ル

モ

ン

ド

市

と

の

親
善
使
節
団
交
流
写
真
展

今
年
度
の
足
立
区
と
姉
妹
都

市
ベ
ル
モ
ン
ド
市
と
の
、
相
互

親
善
使
節
団
の
交
流
写
真
展

を

、次
の
会
場
で
閧
催
し
ま
す

。

展
示
会
場
お
よ
び
期
間

▽
本
庁
舎
宇
住
)
・
I
階
口

ビ
ー
…
2
月
1
2
日
～
1
8
日
正

午
ま
で

▽
中
央
本
町
庁
舎
・
I
階
口

ビ
ー
:
2
月
1
9
日
～
2
5
日
正

午
ま
で

▽
江
北
セ
ン
タ
ー
…
2
月
2
6

日
～
3
月
3
日
正
午
ま
で
　

▽
教
育
セ
ン
タ
ー
・
:
3
月
4

日
～
1
0
日
正
午
ま
で

▽
東
和
セ
ン
タ
ー
…
3
月
1
1
(

日
～
1
7日
正
午
ま
で

展
示
写
真
お
よ
び
展
示
物

▽
区
立
中
学
生
使
節
団
の
べ

ル
モ
ン
ト
市
で
の
交
流
　

▽
ベ
ル
モ
ン
ド
市
学
生
使
節

団
の
足
立
区
で
の
交
流
　

▽
姉
妹
都
市
ベ
ル
モ
ン
ド
市

の
概
要
等

問
合
せ
先
(

財
)
国
際
観
善

協
会(

3
8
8
2
T
1
1
1

㈹

「
声
の
お
知
ら
せ

」

無
料
貸
し
出
し
し
ま
す

区
で
は
、
目
の
不
自
由
な
方

の
た
め
に
、
毎
月
2
回

「
声
の

お
知
ら
せ

」
を
制
作
し
て
い
ま

す
。
あ
だ
ち
広
報
や
区
の
話

題
、
中
央
図
書
館
で
貸
し
出
し

て
い
る
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
の
紹

介
な
ど
を
、
テ
ー
プ
に
録
音
し

た
も
の
で
す
。

ど
う
ぞ
。ご
利
用
く
だ
さ
い

。

対
象

区
内
在
住
の
目
の
不
自

由
な
方

費
用

無
料

申
込
方
法
(

ガ
キ
に
住
所

、

氏
名

、
電
話
番
号
、
視
力
障

害
の
等
級
、「
声
の
お
知
ら
せ

希
望

」
と
明
記

申
込
期
限
2

月
2
0
日

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎

牟

住
)
・
広
報
課

〒
1
2
0
　

千
住
―
-
4
1
8

(
3
8
8
2
T
I
I
I

㈹

情

報 コ ー
ナ

ー
世帯と人口( 4 年1 月1 日 現在)
世 帯251, 317
人口644, 827人
男1327, 734 人女317, 093人

公 開 講
座

集会で使える
楽しい ゲーム

地域 の子 ども 会 活動 や 子ど も の
育成 に携 わ って い る方 へ。 地 域活

動 の専門 家 によ る 実技 と 講義を 行
い ます。

日時2月22日( 二1二) 、午後7時～　
9 時

場 所 青 年 センタ ー

定員50 人
講 師 増田 徹氏( 東 京 都レ クリ エ

ー ション 連盟)
申 込 方法 電 話

申 込 ・問 合せ 先 本 庁舎( 千住) 　
・ 青少年 課 　3882 ―1111 ㈹

職員研修所公開講座
自治体大学 テーマ「水とかかわる まちづ くり」学
「あだち自治体大学」は、区民の

方と区磯貝が共に自治について考え
る講座です。
日時・内容 下表のとおり
定員50 人程度( 抽選)
費用 無料

申込方法 電話
申込期限2 月15日
場所・申込・問合せ先 足立区職員
涯修芦7 〒12C焼菱瀬2 ―30―6

3602 ―8841

いずれも午後6時30分～8時30分

女のフリースペース
男のセクシュアリティ再考

=「男性」性からの解放

男性のセクシュアリティを切り
口に、自分らしさの回復を個人史
的に語ってもらいます。
ゲストは、若手ライタ ーとして、
シンガ ーとして活躍中の伏見憲明
さんです。
男性の方もぜひどうぞ。

日時2月20日( 木) 、午後6時30
分～8時30分

費用 無料
申込方法 電話または直接窓口
場所・申込・問合せ先 女性総合セ
ンタ ー 〒123梅田7- 33- 1　
エル・ソフィア内

3880―5222

青年センタ ーの催し
国際交 流イベン卜の
バザーにご協力ください

青年センタ叶では2 月22・23日に
国際交流イベント あじあの一員と
して」を閧催し ます。
23日にはバザーを行い、収益をア
ジアの人たちのために提供し ます。
バザーのために品物を出していただ
ける方、ぜひ、ご協力ください。
希望する品 贈答品等で新品のもの

応援しま すあなたの子育て

□ 子育て講座
子育てに役立つ専門家の講演会で

す。
テーマ 子どもの成長と家庭
日時2月12日( 水) 、午前10耨～正午
定員80 人
申込方法 当日直接会場へ
費用 無料
※ お子さんの保育も行います。

□ 子育てサロン
子育て仲間との

自由なおし ゃべり
から子育てのヒントが得られます。
日時2月19日( 水) 、午前10時～正午
定員30 人
申込方法 当 日直接会場へ
費用 無料
※ お子さんの保育も行います。
□ 子育てグループの仲間に入りませ
んか
4 つ の グ ル ープ が 親 子 で 遊 ん だ

り 、 お母 さ ん同 士の ネ ット ワー クづ
く りを し てい ま す( 毎 月1 回) 。

日時し>火曜会… 2月18日l >木曜　
会… 2月27日>金曜会… 2月21

日し士曜必… 2月15日いずれ
も午前10跼～11時30分

申 込 方法 往 復 ハガ キに 、 住所、 氏
名。 電 話 番号 と希望 曜 日を1 つ 明

記
申 込揶 戳 各 曜 日の 会の3 日前

対象2～4歳児とお母さん
い ずれ も

場所・申込・問合せ先青年センター　
〒123西新井1417

3890- 0061

小学校心身障害学級
の連合学習発表会

障害( 精神薄弱) のある児童たち
が、日ごろの学習の威果を披露し
ます。楽しい劇や歌、工作や絵な
どの発表があります。ぜひ、ご覧
ください。
日時2月14日( 金) 、午前9時～　
午後1 時15分
場所 竹の塚センター
問合せ先 本庁舎( 千住)・学事第
二係 　3882―1111㈹

工業・経営
近代化講座

区では、製造業の近代化と経営
者の奮湟改革のため。経営近代化
講座を行っています。今回、東京都
鍍金( ときん) 工囂組合足立支部
との共催で、経営近代化講座・鍍
金業を2 回シリ ーズで聞 催し ま
す。
日程および内容　第1回… 2月　
18日( 火) 、テーマ「觝啀・むら
・無駄を無くして効率アップ」　　
挧2回… 3月6日( 金) 、テー　

マ「不良品の低減とコストダウ
ンについて」( 時間はいずれ
も午後6畤～9時)
場所 中曽根会館( ふ永2 ―5 ―
7)

刔蠡 鍍全ご に携わる方および関
心のある方
定員60 人
費用 無料
鱗師吉本一穂氏( 早稲田大学蜀　
乙4二部助教授)

申込方法 電話
申込期限2 月12日
申込・問 ほ先 中央洫輿 庁舎・
工業振興係 　3881 ―5191

2 月の安売りデー
青果物2 月19日( 水) … 黄緑のノボ
リのあるお店
魚2 月21日( 金) …青いノボリ のあ

るお店
主催　 東京都青果物商業協同組合
千住・西新井・綾瀬支部　 関東
水産物商業協同組合西新井・千住
支部

後援 足立区
RECYCLE　PAPER
―森林資源を大切に―

N. A. 259, 000


